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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、食品安全委員会の構成についてです。
委員会は７人の委員から構成されており、また委員会には12の専門調査会が置かれています。企画や緊急時対応、リスクコミュニケーションについて議論する企画等専門調査会のほか、農薬専門調査会、添加物専門調査会などの化学物質に関するもの、微生物・ウイルス専門調査会などの生物に関するもの、遺伝子組換え食品等専門調査会などの新食品に関するものがあり、専門委員は、兼務されている方もいらっしゃいますが、約２００名の方がいらっしゃいます。
また、食品安全委員会事務局の組織は、局長・次長の下に４課とリスコミ官及び評価情報分析官が置かれています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは食品安全員会が設置されてから、これまでに評価要請があった件数と評価終了件数をお示しした表です。
参考に最新版を紹介する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　（吸収線量、等価線量、実効線量、Gy、Sv、実効線量係数）の関係を一枚にしたスライドを追加できないか？クリックすると個々の説明にジャンプできるようなもの　→　このスライドを新規作成。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・放射性物質は、放射線を出して、放射線を出さない安定な物質に変わっていきます。
・放射性物質は放射線を出すと放射能が弱まります。
・この時の放射能の強さが半分になるまでの時間を物理学的半減期といいます。
・半減期の長さは、放射性物質ごとに異なります。
・よく体に取り込んだ放射性物質は、どんどん蓄積されていくのではないかとご心配されますが、放射性物質は、物理学的半減期に加えて、体の中の放射性物質が代謝や排せつなどの体の仕組で体外に排出されます。
・この体の仕組により放射性物質の量が半減する時間を生物学的半減期といいます。
・体の中に取り込まれた放射性物質は、時間の経過とともに放射能の強さが弱まっていくのに加えて、排泄により量も減っていくということです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・被ばくには、体の外から放射線を受ける外部被ばくと、放射性物質を含む食品を食べたり、空気中の放射性物質を吸い込むことにより体の中に取り込んだ放射性物質から出る放射線を受ける内部被ばくがあります。
・外部被ばくの場合は、線量率というその瞬間の放射線の強さに被ばくした時間を掛けることで、外部被ばくによる被ばく線量をシーベルトの単位で得ることができます。
・内部被ばくの場合は、ベクレルの数字に実効線量係数を掛けることで、体の中に取り込んだ放射性物質をから受ける放射線を摂取後５０年間、子供は７０歳までに受ける線量としてシーベルトの単位で得ることができます。
・このように外部被ばく、内部被ばく共に同じ単位で表すことができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・低線量の疫学データを解釈する上で、難しくする要因の１つが自然界からの放射線の影響です。
・地球には、宇宙からの放射線が降り注いで、大気中の酸素、窒素の原子とぶつかることで、二次放射線が発生し、これを私たちは年間０．２９ミリシーベルト浴びています。
・大地からは、大地に含まれるウラン、トリウム、カリウム４０などの自然の放射性同位元素から出るガンマ線を浴びています。
・大地から空気中に放出されたラドン、トロンは、呼吸器から体内に入り内部被ばくとして放射線を受けています。
・食品からも放射線の影響を年平均で０．４１ミリシーベルト受けており、これは、穀類や肉類などの放射性セシウムの暫定規制値５００Ｂｑ/ｋｇの食品を６３ｋｇ食べた場合の被ばく量に相当します。
・自然放射線は、日本平均で１．５ミリシーベルトといわれ、これを８０年足すと１２０になってしまいます。
・ですから、ほぼ自然放射線として受けているものと同じ線量を人工放射線から受けたときの影響について、それはどちらの影響であるかということは明確にすることは困難です。
・このレベルの所は、われわれが日常の生活で喫煙や色々な化学物質の影響を受けていく中で、様々な要因から生じるガンの発症率との間で大きな違いはなく、たくさんのリスクの中の１つに埋もれてしまう可能性が出てくるレベルだということです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・低線量放射線による食品健康影響の評価結果案です。
・放射性物質の食品健康影響評価に関するワーキンググループで検討した結果、放射線による影響が見いだされているのは、通常の生活で受ける放射線を除いた生涯累積の実効線量として、おおよそ１００ミリシーベルト以上と判断しました。
・１００ミリシーベルト未満の線量における放射線の影響に関して、報告はゼロではありませんが、その内容は、線量の算定方法、統計的な問題等を考えた場合に客観的なデータとして評価することはできませんでした。
・ただし、低線量の放射線による健康影響について、疫学調査による検証がなされていない可能性もあり、累積線量として１００ミリシーベルト未満の健康影響を言及することは困難でした。
・小児に関しては、より影響を受けやすい可能性があるということを念頭におくことが望ましいという結論に至りました。
・ただし、１００ミリシーベルトというのは、健康影響がでる、でないの境界というものではありません。
・１００ミリシーベルト未満でもリスクがゼロというわけではなく、私たちは通常の生活で自然放射線や医療被ばくも受けていることから、これらの放射線との区別はできず、確定的な評価はできなかったということです。
・現時点で得られる確かな疫学データを踏まえて、安全側に寄って出したのが今回の結果だと御理解いただきたいと思います。
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